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IGEL b4は抗原とともにIGEL b4培養上清を添加することで凝集し、熱処理したIGEL b4培養
上清添加では凝集しなかった。この細胞凝集は抗FcγRs阻害抗体の添加により完全に抑制さ
れた。IGEL b4はTNP-OVAと2日間培養後、凝集は形成したが、抗体産生量は変化しなかった。
しかし、LPS単体ではなくTNP-LPSと培養すると、細胞凝集と抗体産生量増加の両者が観察
され、LPSとTNP-OVAを共存させた場合も両者ともに誘導された。これらの結果を踏まえて、
IgE産生プラズマ細胞を誘導したマウスへ抗FcγR抗体を投与すると、抗体非投与群に対し脾
臓のIgE産生細胞の凝集数および血中のIgE抗体量が減少した。しかし、脾臓の総IgE産生プ
ラズマ細胞数は変わらなかった。 
 
考 察 
 本研究では作業仮説に反し、IgE産生プラズマ細胞は膜型IgE抗体よりも、むしろ分泌型
IgE抗体と抗原の複合体がFcγRsに結合することで細胞凝集を形成することを見出した。さ
らに細胞凝集による活性化シグナル、およびLPSの刺激が抗体産生を上昇させる可能性も示
した。IgE以外の他抗体クラスIgMやIgG産生プラズマ細胞はFcγRsを発現するとの報告はあ
るものの、IgE産生プラズマ細胞のように細胞凝集や抗体産生の増加を惹起するという報告
はこれまでになく、IgE産生プラズマ細胞に特異的な現象の可能性がある。本研究では抗
FcγR抗体投与後、脾臓でのIgE産生プラズマ細胞数は変わらず細胞凝集と血中IgE抗体量が
減少したことから、IgE産生プラズマ細胞のFcγRsを介して細胞凝集や抗体産生量の上昇が
惹起された可能性がある。 
 
結 論 
 本研究ではIgE産生プラズマ細胞が抗原とIgE抗体の複合体を介してFcγRsに結合し細胞
凝集し、さらに細胞凝集から入るシグナルとLPSの刺激が加わることで抗体産生を増加しう
ることをIgE産生プラズマ細胞とそのモデル細胞を用いて示した。これらの結果は、I型ア
レルギー治療に向けて、IgE産生プラズマ細胞の凝集抑制を誘導することがIgE抗体産生減
少をもたらす可能性を示している。 
 
